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【手続補正書】
【提出日】令和3年7月26日(2021.7.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　図１１に示すように、ブランケット胴８にサイズが小さいブランケット８ａを取り付け
、圧胴９を先の実施の形態のように回転駆動して印刷すると、印刷終了後に圧胴９が加速
逆回転駆動、減速逆回転駆動して圧胴９が回転停止した時に、ブランケット８ａの先端８
ａ－１と直線ｂが成す第５ブランケット胴回転角度α－５が、図７（ｃ）に示す角度より
大きくなる。
　したがって、圧胴９を加速正回転駆動して印刷開始する時に、印刷画像Ｇの後端Ｇ－１
とブランケット８ａの先端８ａ－１が接触せずに、正しく印刷できない。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　つまり、図１２では、図９と同様に、圧胴９の回転駆動速度比の変化を実線Ｘで示し、
圧胴９の回転角度を実線Ｙで示しているが、ブランケット８ａのサイズが小さいからブラ
ンケット胴８が区間５の印刷中に回転する回転角度が小さく、圧胴９が印刷終了してから
印刷開始するまでのブランケット胴８の回転角度が大きいので、先の実施の形態のように
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圧胴を回転駆動したのでは正しく印刷できない。
　そこで、図１２に示すように区間１の圧胴９の減速正回転駆動の回転駆動速度比変化、
区間２の圧胴９の加速逆回転駆動の回転駆動速度比変化、区間３の圧胴９の減速逆回転駆
動の回転駆動速度比変化、区間４の圧胴９の加速正回転駆動の回転駆動速度比変化をそれ
ぞれ変えて、印刷開始位置で印刷画像Ｇの後端Ｇ－１とブランケット８ａの先端８ａ－１
が接触するようにする。すなわち、小さいブランケット８ａの場合には第５ブランケット
胴回転角度α－５が大きくなることに応じて、第２圧胴回転角度β－２、第３圧胴回転角
度β－３を大きくしている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　つまり、図１４では、図９と同様に、圧胴９の回転駆動速度比の変化を実線Ｘで示し、
圧胴９の回転角度を実線Ｙで示しているが、ブランケット８ａのサイズが大きいからブラ
ンケット胴８が区間５の印刷中に回転する回転角度が大きく、圧胴９が印刷終了してから
印刷開始するまでのブランケット胴８の回転角度が小さいので、先の実施の形態のように
圧胴を回転駆動したのでは正しく印刷できない。
　そこで、図１４に示すように、区間１の圧胴９の減速正回転駆動の回転駆動速度比変化
、区間２の圧胴９の加速逆回転駆動の回転駆動速度比変化、区間３の圧胴９の減速逆回転
駆動の回転駆動速度比変化、区間４の圧胴９の加速正回転駆動の回転駆動速度比変化をそ
れぞれ変えて、印刷開始位置で印刷画像Ｇの後端Ｇ－１とブランケット８ａの先端８ａ－
１が接触するようにする。すなわち、大きいブランケット８ａの場合には第５ブランケッ
ト胴回転角度α－５が小さくなることに応じて、第２圧胴回転角度β－２、第３圧胴回転
角度β－３を小さくしている。
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